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明治建築，あるいは明治洋風建築が時代の脚光を浴びている．一つは明治百年という懐古や反省の対象と

して，一つは急速に進行する都市化に抗しきれずに取りこわされてゆく文化財の消滅を惜しむ立場からで

ある．それぞれの関心のおきどころ，立場は別として，時代精神と時代の技術の両面をもっともよく体現

するといわれる建築を通して，明治の時代を物心両面にわたって再検討することは，有意義なことだと考

えられる．私たちの研究室では，生産技術史研究の一環として，すでに10年以上も前から文献および遺

樽にもとついて，明治建築の技術史的研究を続けてきたので，この機会に明治建築の一般的な姓格特徽

などを解説して，これら特異な文化財に対する関心をより深めていただこうと考えた，

“明治建築”という言葉

建築史研究者の問で“明治建築”とよばれているもの

は，あるいは“西洋館”とか

おりがよいかも知れない．
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　しかし，やかましいことを言えば，明治建築も西洋館

も，ともに中途半端な用語である、明治建築といっても，

研究者仲II「II」の暗黙の了解のもとに成立しているばく然と

した言葉であって，明治時代に，なにも西洋風の建物だ

けが建てられたわけではない．昔ながらの住宅も，数か

らいえば圧倒的にたくさん建っていたわけである．しか

し，そのような伝統的な様式をもった建物を除いて，直

接に西欧の建築の様式を体現しているものだけを“明治

建築”と，われわれの仲聞では呼んでいるのである．だ

から明治時代に建てられたすべての建築をさしているわ

けではない．と同時に，かならずしも明治45年同に年

代を限定してもいない．日本に西欧の建築文明の波がお

し寄せたのは，明治以前，すでに安政年閥からで，1857

年（安政3年）11月には徳川幕府の長崎製鉄所（のちの

長崎造船所）が，オランダ人の指導のもとで，洋式の工

場建築の工を起こすなどの例が見られる、そうして，そ

れら明治以前に建てられた西洋風の逮築も，二，三残っ

ているが，これらもまた明治建築の中に入れて考えるこ

とが多いのである．
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　また明治建築の終わりの時．191についても　はっきりし

た時代区分はできない．明治天皇が亡くなられたからと

申して，．ゑに建築の様式や技術が変わることはありえな

い．また，だからといって明治時代の建築をもっともよ

く代表する煉瓦の建築が，その耐震性の鶉さを暴露して

急に建たなくなった大正12年の関東人，一災の二うまで，

時代を延長することも，いささかルーズすぎる．まあ，

だいたい明治年代に着工して，大正に入って出来上が．，・

たようなものは，明治建築のカテゴbJ一に入れても文flユ

はないだろうといったていどである．

　西洋館という言葉は，そのものズバリで直敵に，前記

の明治建築を規定するところがある．めんどうな様式の

定義や，時代区分をはなれて，西欧の延築文明を受けい

れながらも，まだチグパグな段階にあった明治の建築を

風俗史的に，直感的にさし示しているところがある．わ

れわれの祖父や曽祖父のヒゲの色あせた肖像写真のよう

に，それは，そこはかとない郷愁をたたえながら，かっ

てのハイカラとやぼったさと，文明開1ヒと骨太い明治の

人びとの根性とを，不思議にないまぜた時代の建築を，

じつに⊥き生きと速想させる言葉である．i．，・ltはなやか
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な舞踏会場となった鹿鳴館から，下は，お化け屋敷と化

して，われわれかっての悪童連の探険の対象となった市

井の洋館まで，その言葉は広く，大きく，みごとに昔日

のある建築文化の内容をおおっている．

　この素晴しい西洋館という用語法にも，ケチをつける

ヘソ曲がりがいる．そんなことをいえば，西洋館は今日

でもぞくぞく建っているじゃないか．丹下健三の代々木

の体育館も，毎日のように街に建つオフィス・ビルやデ

パートの建築も，ありゃみんな西洋館だよ．日本のもの

になりきっているとは言えない，というわけである．も

ちろん，それは極論だと思うが，明治100年，日本の近

代建築が，まったく西洋館の域を脱しているとも言えな

い．そのデザインや個々の技術の内容をよく検討すると，

不消化なところも数多くある．せっかく高いお金を出し

て熱線吸収ガラスを使ったはよいが，それを壁体にはめ

こむところで，断熱材を使うことを知らず，コンクリー

トにじかにはめたがために，思いがけないときに，ガラ

スがピシッ，ピシッと割れる怪事件が連続して，維持に

手を焼いたという話などその一例だろう．洋風ベランダ

に唐破風つきといった奇妙な西洋館を笑う資格をわれわ

れは今日でもまだ十分に獲得していないようだ．と，い

うわけで“明治建築”・“西洋館”ともに，ここに収めら

れたある時代，ある種の建築のすべてを正確にカバーす

るだけの内容をもった言葉ではない．しかし，考えてみ

れば，言葉というものは，単独にはそれほど厳密に概念

を規定しうるものではない．やはり人間どうしの，互い

の脳裡にえがいている内容を，約束にしたがってたしか

め合うものである．多少のズレは仕方がないし，その方

が社会の奥行きと豊かさとを増すのである．だから，こ

こでは，“明治建築”と“西洋館”その両方をミックスし

たていどのものとお考えいただいて結構だと思うのであ

る．

日本建築史上の明治建築

　まず明治建築の日本建築史上の位置であるが，最初に

きわめて巨視的な立場から見てみよう．

　原始時代から今日まで，日本の建築の歴史を通して見

ると，三つの時代に大別することができる．最大限にあ

らい区分ではあるが，

　第1，大陸から仏教の文化が渡来する以前の建築の時

代．

　第2，6～7世紀ころに渡来した仏教と，それに集約さ

れている大陸の文化によって推進され，その日本化，再

び新しい導入，という波を繰り返しながら江戸時代の末

までに展開した建築の時代．

　第3，幕末・明治初期から本格的に導入された西欧文

化の一環としての西欧建築によって，強く決定的な影響

を受けて今日に至る建築の時代．
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　この三つの時代である．もちろん，このそれぞれの時

代においても，建築の局面がガラリと変わるものではな

い．絶えず前の時代の建築との相剋があり融和が行なわ

れながら，しかも永い眼で見ると，はっきりと時代の違

いが認識できるというものである．とにかく，まことに

大きい区分であるが，今日のわれわれの時代の建築は，

その第3の時代に属しているのである．明治百年という

言葉がよく使われるこのごろであるが，この百年，ある

いは120～30年間め日本建築の変わりようは，まったく

激しいものである．かって千年以上も昔に大陸からの仏

教文化を導入した時代にまさるとも劣らぬ大きな変革と

言ってよいだろう．ことに，近代の科学技術のきわめて

急速な発展のテンポと，それに伴う世界的な文明の呼応

のしかたの激しさと，明治維新以来の日本経済の急激な

成長とを背景にして，この第3の時代の建築の変遷は，

実に目まぐるしい内容をもっているのである．

　明治の建築は，その最初の時代を画するものである．

　こんどは第3の時代における明治の建築の位置をさぐ

ってみよう．

　幕末・明治初期から今日に至る時代は，日本の近代建

築の発生・成長・発展の時代である．それは，ちょうど

ヨー白ッパで18世紀の半ばごろからイギリスを中心に

産業革命が進行し，新しい科学・技術・材料が開拓され，

それが鉄道の駅・博覧会場・工場・株式取引所・オフィ

スビルなどに積極的に用いられ，やがてその工業生産社

会にふさわしい新しい造型表現を獲得して今日に至るま

での約2世紀の歴史に匹敵する時代であった．もちろん

向うの2世紀を約半分に圧縮して摂取・同化してきたも

のであるから，いろいろの矛盾があり，また歴史的特殊

性が大きく影響しているが，ともかくまったく日本伝来

の木造建築しか知らなかつたこの国が，たとえば，4年

前の東京オリンピック施設では世界の建築界の賞讃を博

して，設計者は数々の世界的な名誉に輝くまでに成長し

たのである．外国から若い建築家が勉強に来日するケー

スも年々多くなっている．

　明治建築は，この日本の近代建築の歴史の第1ページ

を飾るものである．人は往々にして明治建築の古めかし

い様式や，赤煉瓦などのすでに時代ばなれした構造や材

料を見て，今日の日本の近代建築とは無縁なもの，ある

いは外国模倣の恥しい存在と考えるかも知れない．しか

しこういう時期も日本の明治百年の歴史には当然必要だ

ったのである．学習の時代を抜きにして成長を語れない

のと同様である，

　さらに明治の建築の時代において，建築産業の近代化

が開始され，建築の教育制度，学会の組織化，建築家の

職能の成長など，今日へのほとんどすべてのほう芽が見

られたことを思うと，明治建築は直接今日に連なる，や

はり日本の近代建築であることを改めて痛感するもので
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図3　開智学校〔明治9軍．IB76，立石清重設計・施工・重要文化財）

ある．

明治建築の特徴

　明治の建築は一口に言って西洋建築のバタ臭さを十分

に消化しきっていない，導入期と学靭期の前半だから無

理もないと思う，古代において口本が大陸からの仏教建

築の文化を受け入れて，それを口本化するまでの永い歴

史を考えれば，たかだか100年や120年で，それを十

分に消化するのを期待する方が，無茶だとも言える．ま

してや，その前半5Q年か60年の「り1治建築である．

　その後，今日までの努力で，．卜分にそしゃくされた技

術も多い，今日のオフィス・ビルなどでは，かっての西

洋が，もうすっかり口本のものになっていろ「もっ．とも，

なり過ぎて，生来のお粗末を露呈しているところもある

が），f可気ない市井の住宅を見ても，たとえば崎子の生ltt，

ガラス戸，ペンキ塗り，いたるところに100年ほど前の

西洋伝来が，もうすっかり何喰わぬ顔でおさまっている．

板張りの部夙を一・つも待たぬ住宅は少なくなった．そ

こには椅子とテープ．ルがある，これも，もとをただせば西

洋伝来の住まい方である．明kの涯乱の中から整刊1され

て，とり入れられてきたものである，しかし，なかには

明治一代で終わってしまって，ついに今口に受けつがれ

なかったものもジい．煉瓦の建築など，その最たるもの

だが，たとえば明治初嘲の西洋館に多かったヨロイ／・と

か、意匠の由1で言え1ぱ，アーチの応用などは今1『の住宅
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からはすっかり姿を溝している，また途中から新し（入

ってきたものに，とって代わられたものもある．．末瓦の

建築が鉄骨や鉄筋コンク1ノートに代わ「たことなど代表

的なもσ）であるし，一般の住宅についても．「垣洋風そめ

ざしたものでは，たとえばその基礎は最初喫］り石や煉瓦

で積むことが多かったが，それがコンクリートに・火わ一1

ているのは，ご承知のところである．ただし，これは数

の多い住宅のことである．毎弔新築される日木の住宅の

基礎にコンクリートが圧倒的に使われるようになったの

は，地方によっても異なるが，大正末か昭粛1になってか

らのことだと考えられる．口本風の主屋（もちろん，そ

こにも西洋建築の技1’1∫はたくさん入ζ〕こんでいるが）と，

赤い屋根瓦の洋風の応接聞といった，木に竹を屡いだよ

うな市民住宅が建てられるようになったのは，六正中「軒

からの住宅合理化運動の結果であるが，これもスンとビ

フテキ，西洋と口本との消化・融合作用の途巾にあらわ

れた一現象である，

　しかし、とにかく幕末から明治の初期に日本が迎えた

西洋の違築文明は，まったく異質なものであったが，わ

れわれの先入たちはたくましくそれを迎え，どんらん1こ

それを消1ヒしょうとした，その進歩への意気込ろL，t：

くましさは今口のわれわれを魅するに十分である．

　御一新といい，文明開化というものには，もちろん二

つの面がある．西洋の文明のもつ様式，あるいは形とい

うものと，その文明をささえる科学や拭術という実質’の

二つである．建築は，いつの時代．どの国においても，

その科学や技術と，その時，その国の人びとの文PEの様

式，ひらたく言えば生活の形の両方を象徴するものであ

る，だから幕末から明治へかけての日本人も，西津建築．

の様式と，それをささえている技術の両面に，それぞれ

重大な関心を示した．もちろん，人によっては楼式によ

り興味をいだいて，それを写すことに熱心だった人もあ

り，また様式よりも，そこに見られる新しい技術に魅せ

られて，その技術の獲得に必死になった人もいる．外見

か内容かということである．もちろん内容も大切だが，

外見も重要だ．とくに建策のように形を大切にするもの

では，その様式や外観は，どうしても無現できない，文

明胴1ヒという言葉自体、そうしたムードに重点をesいて

いる．

　外観の特徴一1一

　明治建築（もちろん西洋風のンの外観の特酸をまず見．

よう．屋根から始って下の方へさがっていくことにする．

屋根の形はあまり「コ本伝米のものと変イらない，寄棟士

か玉形，あるいはふつうの切妻屋和が多い．もっとも7L

母屋などという屋根の形は，よほど口本色の濃い折裏津

館でないと見られない，その代オ、り，たとえば長【1．弩港を

見おろす丘の上にあるグラバー邸（文久3乍の異人帥

一t｛itlのように，傘のように胴いた多角形のr－．　tl．のもの
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もある，瓦はふつうの日叡瓦を用いていることが多い，

たまに西洋瓦のものもあるが現存しているものでは稀で

ある，明治の後期になると，かなり本格的な西洋館には

天然のスレートがふかれているものも数を増す．たとえ

ば丸の内にあった三菱旧一号館（明治27年），また北海

道の明治建築には経木のように薄い木片をふいたマサブ

キ〔柾葺き）のものが多かったが，今口では「1本瓦やト

タンにふきかえられている例が多い．

　それから明治初期の小学校などに例が多いが，屋上に

IY’esをつけているものもある．西洋建築の鐘楼とか時計

台に，いかにも西洋らしさを感じて写したものであろう，

じっさいに時計台になっているもの（たとえば1，L幌市に

ある通称時計台，もと開拓使農学校演武場，明治11年）

や，時計の代わりに太鼓をつるして生徒や町の人びとに

時刻を知らせたもの（たとえば松本市の開替学佼，明治

9年）あるいは単なる望楼としての用途のものなどがあ

る．しかし用途よりはむしろ塔をつけて，いかにも西洋

館らしくしたというのが本音だったようだ．とにかく塔

のついた建物は当時の人びとにとって，もっとも印象強

く文明開化を呼びかけていた．

　正面玄関にベランダ付きの車寄せをつけるのも，2階

以上の階数をもった西洋館にほとんど共通していた．こ

れも従未の目本建築には見られなかったものである．そ

のベランダの手摺子（手摺りをささえて並んでいるタテ

の部材）は，いろいろな断血をもっていて，当時の工匠

図4　巾込学校ヴェランダの手摺子
　〔明治ssg・，　IB75，市川代治郎設計・施工｝

の苦心と創意があらわれている．ロクロをまわして削っ

たものであろう．その技術は古くから日本のロクロ師に

あったから，加工そのものは，さほど：呂；心したとは思え

ないが，それだけに形やデザインの決定には気をつかっ

たと思われる．軒の部分のタルキ（種木）の鼻かくしに，

ヨウラク〔理瑞）をとりつけているものが多い．1ウラ

クは仏具や仏教建築の用再だが，一種の軒飾りである．

明治の西洋姓築の軒先きには板をいろいろの形に切った

り，模様を切り抜いたりした飾りがつけられていること

が多い．その形には西浮式のものもあるが，また雲や水
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の曲線を使った日本町なデザインもあって，日本の大11

が西洋館を建てながらも，似通ったものにはお得意の伝

統的な手法を用いていたことがわかっておもしろい．い

まはないが，錦絵で有名な築地ホテル館（1リ胎元年．二

代清水喜助設計・施工）の望楼の窓は一見アーチ形のよ

うだが，よく見ると禅宗寺院の力トウf華頭）窓である．

妙なところでがんこに自己主張をしているわけだ、

　ガラスはギャマンとして江戸時代にも長崎その他でご

く少量つくられていたが，窓ガラスの同産に本格的に成

功したのは明治のほんとうに末である．したがって明治

建築の窓ガラスの大部分は輸入品だったと考えていい．

“シマンおよびガラスお渡し”という文旬が江戸’末期か

ら明治初年の洋風建築工．’J・Fの契約文書によく出てくる，

シマンは今日のセメント，ともに国産品がなくて建築の

注文主の方から請負いに支給されたのである，ただし，

日本におけるポルトランドセメントの園産化は比較的早

く，明治8年工部省の深川工場で成功しやがてメーカー

の数も多くなり，明治時代の後半になると輸ilS．IIすらして

いる，ガラス窓はとにかく新しい建築文明の象徴だった．

　日をささえ風を隔てて暗からぬ窓は夏冬嬉しかりけり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐々木弘綱）

　すむ人のちゑも心も見えすきぬガラス窓ある煉瓦造は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（珍事堂半睡）

という短歌と狂歌は，明治建築のガラス窓をよくとらえ

ている．そのガラス窓もふつうの引違い，あるいは観音

開きのほかに，上げ下げ窓という新しい形式がよく用い

られていた．また玄関のとびらの上のランマや，ベラン

ダに出るとびらのランマが，半円形になっていて（ファ

ン・ライト），そこに放射状に色ガラスがi＃めこまれてい

るものもある，赤や青や責色に外光を通すのを見て，文

明開化の時代に酔った人も多かっただろう．これらのガ

ラス窓やとびらに用いられた蝶番やノブ（把手）や西洋

式の錠前も新しい娃築文明に伴ってきたもの，当初は輸

入品が多かったが，地方の建築などには，土地の鍛冶．堅

の苫心の作もある．

　ガラス窓の外側に観音開きのヨロイト「がついているの

は，かなり本格的な西洋館だった．そのしょうしゃな感

覚は，なんとなくフランス的なムードをただよわせてい

るが，もちろんこれも，その後かなり早く姿を消したも

のである．

　外観の特徴一2一

　ベランダやポーチ部分の天Jliに，帖15～6cmの細長い

板を互に交差するように斜めに1．1’ちつけ，天井板を張ら

ない手法がある．菱組格天井などとわたくしたち研究者

はよんでいるが，これも明治切期の西洋館によく見られ

るものである、そのすき問から外気を吸い上げて屋根裏

の空気の流通をよくする南方殖民地の，欧米人の住宅の

手法と考えられる．木造の明治建築の調査を行なって，

2L
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図5　軒飾りとヨロイ戸．西郷雌道邸
　　〔叩」治1Dfl代．レスカス設1汁？1

図6　菱紐み格天井，山梨県騰沢小学校
　1明治8年．協75，秘木輝殴、没計・飛要文化吋｝

この天jp，を発見して，鬼の首でもとった〔姪になること

もたびたびあった．

　玄関の1匡寄せの部分に西i羊風の円柱（ときに的柱、が

たっている明治建蒸が多い．こていねいにエンタシXl柱

．）ふくらみ〕をと一たものや，ワルーティング1柱のタ

テの溝彫り∴あるいは胡麻．1巨没じt’．くり「フルーティング

に似ているが，これは1】ltにtLiからある乎・法1をつけて，

せい．一．ぱい西洋らしさを強調している，柱の根本には礎

石を設け，ときにはギャピタルr住頭飾りt）のついてい

るものもある，木を彫って、ギリシャやローマのrl造占

典建築のキャピタルに，何とか似せようとしている努力

は、愉快てもあり涙ぐましくもある，

　煉瓦やifの紅築は上もかく、仁造の明治建築の外壁は，

漆1喰の大壁（！14cの建物のビ〔壁σ）ように柱が壁の面から

出ていない．柱を壁の厚みの中に入れてしまう手法♪や，

下見板を張一．たものが尺部分である．大壁は，口本の城

吋LII成の堕と外見は同じだから．明治の工匠たちは，土

蔵の壁と同じノ∫法で．この尺壁を．’宣．．・ている．また下見

板を張った壁も，「1．匡山来の建築になかったわけではな

い、しかし，その伊の「乍り1∫，張り方は違っている．り1

治以降，日本の1く造逮築！とくに住二．のにとり入れられ

た西洋式の技術としては、二れなどもっとも影響の大き

かったものだろう．アメリカド見とかイギ1．1ス．ド見，あ

22
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「「7　しらき1．素木，造りのヰヤピタrv　1イ彦「L専獅子馴

　　　r明治］S年．16ti5．　吋陸．太⊥i院㍑．・．赴1：・夜聾ノ｝／イ．イ．

るいは由∫】（．ド見などという言葉が，さかんにPR　L，らaLて

いた．

　建物の基峻をしっかり造ることは，西illの逮薬のll未

にもたらした人きな貞献だと思う．これまでの口本の駐

築は大きな社寺建築でも礎石を置くて1，、どで、一娯の佳

．Lにいたっては，せいぜい柱の根本に．ll石そすえるだ：ゴ

であった、も一〕とひどいものになると整穴住研以来の据

ったて柱であった．明治の西洋館は，ほとんどbi．旧石や

煉瓦で布基礎（柱の下だけでなく土台の下全体にまわL

た基礎）を設けている、この効眼（．．と台や柱の1肉るのを

防ぎ，地．や風にも丈夫になるンが、だんだんに認めら

れて，やがて今日のようなコンク「1一トt）　！コ／11楚仁まて

“近代化”が進んだのである．

　木の外部にあらわれた部分にベンキを塗るのも回lll二飾

の非常に大きな特色である．ヘンキさえT・にtl，　t！Ct’，　1

イくの塗師の永乍の腕はぞうさもなく処F．［しえた畏動≧．1＆．

‘う．ただ午1」のペンキ屋さんが．このII月治！1「猷に征場とD

－n師から変わった人たちであるか，諒ったs：1｝匡〕柔読で

始めからヘンキ屋さんであったかは，まだ表もiではt．

きりしていない．ただ明治初：レic⊃匿瓜などの1、舌紹地の舛

ノ・の営裳案内普〔il払録）を見疑「il．収レ．の・馴ン・？

一，すなbちペンキ屋さんが多いのが眼につく．ぞうL

て彼等はもともと船のペンキエだ【たの7　陸に1強：・t

て陶売を始めたということも推測さ凝ろ．っいてi二…11t

ば，椅f’やテーブルなどの家具職人も船から辱に．Lがっ
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て居留地などで仕事を始めた人が多いように私は思って

いる．もちろん明治の初y）のころのことである．

　ペンキを“魎帰”・“遍ド’㌔“∫』己：”と告いた文献を見

る二とがある副1治12年竣工の二1看県庁舎工Fli：．この

建物は現r壬三「lll治付にF多されている）．何度も塗り直してよ

い工．」1：をしろ，という意味にもとれて（もちろんそんな

つもりはなかったと思うが）おもしろかった．この建物
　　　　　　　コワモ　　　は他にたとえば‘「蠕虫、1陣シャッポ置餐川”などという懐し

い言葉を文献に残している，トタンを趾鋤・趾丹と当て

字をしたり、樋〔束のこと）とか鎌（カスガイ．あるい

は釧・金のこと〕など新しい二j．を造ったり，レンガが煉化

不f・煉化・煉瓦と進化したり，スメント（セメント），ボー

トウ〔ボールト，，コンクレート（コンクリート），パア

ーラ（パテ）など，せわしくもまた面白い時代だった．

建築における“蘭学事始め”である．

　以上，ときどき脱線したが，明治建築の外観を后↓制す

るいろいろな要素について見た．室内に入ってみると，

まず立式の住まい方が従来の日本建築，とくに住宅と根

：儲勺に遠っている．椅子・テーブル・ベッドの生活であ

る．これに伴って床は板敷き，洋家具・ダンロ・飾り棚

などが置かれ，室内の壁は多くはシックイの大壁仕上げ，

あるいは壁紙がはられていることが多い．天井は学校な

どでは日本式の悼縁天井が見られるが，多くは壁と同様

にシックイ仕上げ，あるいは壁紙をはったもので，豪華

な建物にはシャンデリヤ（はじめはガス灯，ついで明冶

20年代末ころから電灯）をつるして，その天井の取り付

け部分にみごとな，シックイ細工を見せているものもあ

る．

　階段も広く，いろいろな形式があり，とくに廻り階段

など従来のfi本建築には，ほとんど例を見ないものであ

る．そうしてその手摺りの親柱など，それぞれ棟梁の腕

を競った繰形がついている．窓にカーテンをつるすこと

も，西洋館のもたらしたものであることは論をまたない，

構造上の特徴一木造の西洋建築

　外観についてふれているうちに，建物の構造について

も多少ふれたが，構造は技術である．建物の骨格であり，

「1．身である．それを整理して明治建築の概念を少しでも

はっきりさせたいと思う．

　建物の骨組みに木材を使用することは洋の東西を問わ

ない，幕末から明治の初めに口本に紹介された西洋建築

は，とくに大規模なものは煉瓦や石によるものがあった

が，居留地の外人商社や住宅には木造のものが多かった．

そうして壁を大壁にしたり，下見を張ったりしたもので

ある．また木材で柱や梁の骨組みを作って，その間の壁

休に煉瓦を充てんしたいわゆる木骨煉瓦造や，木材の骨

紅みの外側に例の鎌を用いて切り石を貼った講造のもの

rたとえば明治4年竣工の新橋駅）も見られる．
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図8　i［T　X崎久弥邸朔治29年「18gs，コンドル謝＋・

　　重要文化財〕

　純然たる木造西洋建築は，たとえば西郷従道邸（明治

10年代半ば，もと東京上目黒．現在明治付），札幌の時

計台（明治11年）など遺っているものも多い．グラバ

ー邸も木造で下見板張りである，またコンドルの設計し

た本郷の岩崎久弥邸（明治29年）は、明治時代の木造

西洋建築として現存するもののうち，さすがに最高の傑

作と言えそうである．

　木造でシックイ大壁の手法をとるものは，明治初期の

日本人大工棟梁や，邦人の官僚技術者の手になったもの

が多く，とくに前者のものが比較的たくさん残ってい

る．さきにもあげた開智学校（明治9年）などは，その

代表的なものである．これらの姓築では，そのシックイ

の大壁は「三体人の左官屋が苦もなく仕．ヒげている．そっ

して「｝目口部のアーチや隅石（建物の外壁の角を揃え丈夫

にするとともに，デザイン上の効果をねらった積石，コ

ーナーストーン，も，シックイを盛り上げ，著色して，

いかにも石のアーチや隅石らしい感じを1唱す手法まで．考

案している．また伊豆の下田学校（明治22年）や，同

じく伊豆の西海岸松崎近くの岩科学校（明治13年）の

ように，シックイ壁の一部に瓦を貼った生子壁の見られ

るものもある．この地方の氏家や土蔵によく見られる手

法で，洋風といってもかなり日本的な伎術手法や意匠が

折衷されている．明治初期のこうした和洋が奇妙に混合

した西洋館を，とくに“擬洋風”の建築とよぶ研究者も

いる、築地ホテル館も開智学校も「擬洋風”の｛t表的な建

23
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図9　シックイの隅石，旧東山梨郡役所
　　　ご明治18年，ISS5・重．要文化財｝

図10　宥科学校の生子壁（明治13年，1880）

物であり句1われわれの隈を惹きその不思議なヴァイタ

リティに魅せられる1り1治逮築にはこの挿のものが多い．

　いまはないがll月治5年開通の口本最初の鉄道駅新橋・

横浜の両駅は，木骨に石を貼った建築だった，当E．洲本

に来ていたアメリカ人遭築技師プリッジェンス（R，P．

Bridge”s）の設。1『である．この種の構造をもつ明治建築

は、ほとんど遺っていない．構造的にも無理が多く，石

の聞から雨水がしみこんで，イ（の骨組を購らせたであろ

う．無理を承知で西添らしくしたのである，それも1男治

の根性であろう、新橋・横浜の両駅ともに、古い写真で

見ると堂々とした石造建築のように見える．錦絵でとき

どき見かける口本橋兜町の第一国立銀行（明治5年）や

駿河町の為替バンク三芹組（明治7年，もイ（骨石貼りの

24
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構造だった．ともに二代L［清水喜助の1設計である．この

構造は，明治初年のかなり大きな建築に限「て用いられ

たようである．それが一．．つとして遺っていないのは残念

である．

　木骨煉瓦の構造の明治建築1こは，索晴しいのが遺って

いる．それは詳馬県富岡τ1∫にある片fT工業妹式会社の宕

岡製糸所〔明治5年）の建築である．明治以府の殖産興

業政策の一環として，生糸の生産の近代／ヒのためフラン

スから製糸技師や女工監Lを招いて始めた政府の官営工

場の後身．明治5年10月に操業を閉始している．いま

そこには当初の繰り糸工場，2棟の繭倉庫の大建築を

はじめ，外人技師館やL拝務所の建物数棟が，ほとんど当

初のままの姿で建nている，木で骨組をつくりその骨組

みの問に煉瓦を充てんした構造だが，簡素で，しかも機

能的な美しさは，近代建築の名作に劣らない堂々たる名

建築ぶりである．設計者はフランス人の造船技術者．幕

図11富岡製糸所西繭倉庫（明治5年．1872．パスチ。ン設計）

末1こ横須賀製鉄所の工事に来ていた人である．そう言え

ば，横須買製鉄所にも，このような木骨煉瓦の建物がか

なり建っていた．40名を超すフランス人技術者の首長と

して，横須賀製鉄所の建設と経営に当たったヴェルニ

ィーfF．L．　Verny）は，」り1治8年解雇にあたっての報告

で，日本では石や煉瓦で建築をつくる技術がまた不十分

だったし，経費もかさむので，このような構造法を採用

した，という趣旨のことを述べている．木骨石貼りにし

ても，また木骨煉瓦造にしても，やはり当時の日本が，

せい一ぱい背のびしていたことのあらわれだったのであ

る，

　長1崎の大浦天主堂に隣接する司祭館（もと神学校，慶

応3年竣工）も，3階建ての木骨煉瓦造の違築である，

設計はフランス人の神父．少なくとも，残っているもの

についていえぱ，この構造がみんなフランス人の設計に

よっているのは興味のあるところである．

煉瓦や石の西洋建築

西洋建築といつても木造のものは，日本古来の木造進
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築と構造の基本原理においては変わりがない．柱を立て，

そこに梁を渡して空間を購成することは洋の東西を閤わ

ないからである，だが，石や煉瓦の建築構造法は，まっ

たく違う．専門用語で言えば組積構造である．すなわち

積木細工のようにブロックを積み重ねていって建築空間

を造りあげる方法である，そのブロックが石や煉瓦，こ

れはヨーロッパの建築では，エジプトやギリシャ以来数

千年の伝統のある技術で，ピラミッドも，ゴシックの大

加藍もみんなこの構造法によっている．インドや中国の

建築にもこの組積構造は広く用いられている．

　ところが，日本の建築は昔から100パーセント木の建

築で，石や煉瓦の建築の伝統は，まったくなかったと言

ってよい，だから，明治建築約50年の歴史の中で，こ

の石や煉瓦の建築の導入と摂取は，日本の建築構遣の技

術の歴史から見ても，まったく革命的な事業だったので

ある．当然多くの苦労にぶっつかった．石工はともかく

煉瓦工などまったくいなかったのである．木造の西洋建

築は，世界最高の技術をほこる日本の大工や左官や塗師

たちの腕で，やすやすと造ることができたのである，精

巧をきわめていた彼らの腕と自信からすれば，やたらに

釘を使い，ペンキを塗りまくる西洋建築など，ばかの仕

事に思えたかも知れない．（もっとも，その技術をばかに

したがんこ者たちが，近代化の道から脱落していったの

であるが・・…．）．しかし，石や煉瓦の建築となると，そう

はいかない，すべて未知，未見の技術だった．日本の瓦

屋を動員して煉瓦を焼き，その目地に使うセメントには，

高価な輸入セメントにシックイを混ぜて使ったり，創業

の苦心はなみなみならぬものがあった，

　だから，石や煉瓦の建築は，幕末から明治時代へかけ

て，かなり大規模な，資金の豊富な建築に限定されてい

た．建築主についていえぱ，幕府や諸藩や明治政府関係

の役所とか官営工場などである．もちろん居留地などに

は外人の煉瓦造りの住宅もあったが，その数はきわめて

少ない．口本人の住宅に煉瓦が用いられることは，明治

の末になってもごく限られていた．明治5年の大火後，

京橋から新橋へかけての銀座一帯を，東京府と政府は天

子さまのお膝もとだから，火事に心配のない煉瓦の商店

や住宅地にしょうとして，いわゆる“銀座煉瓦街”の建

設を始めたが，なかなか思うようには進行しなかった．

経済的な負担も大きすぎたし，どうしても開口部が小さ

く，その数の少なくなる煉瓦建築は，湿度の大きい気候

の中での日本人の住生活には向いていなかったようだ、

　しかし，石や煉瓦の構造法は，明治時代を通じて大き

な建築にはさかんに用いられた．とくに，煉瓦の建築は

明治時代の建築を象徴しているといってもよいほどで，

著名な建築がたくさん建てられ，この煉瓦の建築を勉強

することによって，日本の近代建築学も，建築の技術も，

教育も，もろもろのものが進歩してきたともいえる，
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図12　小菅ドック捲き上げ機小屋（明治元年，1s69｝

　日本で最初に煉瓦を焼き，西洋風の建築を建てたのは．

1861年（文久元年）に竣工した長崎製鉄所の工場建築だ

ったと考えられるが，もうその建物は遺っていない．現

存する最古の煉瓦建築は，長III奇にあるもと小菅ドック

の捲き揚げ機小屋で，明治元年12月（1869年1月）に

操業を開始したものである．小菅ドックは薩摩藩の五代

才助（友厚）らが、英商グラバーと共同出資して建設し

たものである，それから関東大震災まで，煉瓦建築の時

代は約60年ほど続いた．その間に，明治24年10月

の濃尾地震では，煉瓦建築の耐震性について強い不信の

声もあがったが，ともかくも明治の建築は，煉瓦〔石造

より煉瓦造の方が圧倒的に多かった）を中心にして成長

をとげたものである．したがって現存する煉瓦造の明治

違築も多い．さきごろついに取りこわされた三菱旧一号

館は，その中でも意匠・技術ともに傑出したものであっ

た．

　日本の建築史全体における煉瓦の建築の時代を，その

短い期間にもかかわらず重要な内容をもっていた，とい

うことで，口本史における青銅器時代になぞらえる人も

いるが，うがった見方だと思う．そうして煉瓦の建築の

補強のために，その内部に鉄材を入れたり，各階の床を

耐火的にするために，鉄の梁を使い，曲った鉄板をアー

チ状にかけてコンクリートを流して床面を造るなどの技

術が，明治の後半に見られるようになった．これらの経

験が，やがて次の鉄骨や鉄筋コンクリートの構造を受け

入れる素地をつくったのである．外見は，西洋の折衷主

義様式の古臭いものを忠実にコピーしたものであるが，

内部には，そのようにたくましい進取の工法がこらされ

ていたのである，だから，日本の近代建築史において煉

瓦の建築も，決して孤立した，切りはなされた存在では

なかったのである．

　現存する西洋式の石の建築として最古のものは，鹿児

島にある，もと薩摩藩の集成館工場の機械工場である、

これは1863年（文久3年）薩英戦争による英船の砲火

で壊滅した集成館の再建工場の一棟で，1865年（慶応元
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年）にできあがった，いまは“尚古集成館”として島津

藩関係の博物館になっていて，島津斉彬愛用の写真機な

どが陳列されている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　九州地方には．長崎の眼鏡橋のごとく，江戸時代の初

めから中国伝来のアーチ橋の技術があり，また熊本城の

石垣のようにすぐれた石の構造技術の伝統があった．だ

から尚古集成館の建築も，外人の指導があったにせよ，

実際に工にあたった日本の石工たちは，もともとすぐれ

た技術を持っていたようだ．明治の代表的な石の建築と

しては，日本銀行本店（明治29年）とか，もとの赤坂離

宮（明治42年）などが，意匠的にも技術的にも最高のも

のとしてあげられる．だが，その壁体の内部には多量の

鉄材が補強物として用いられており，次の時代への移り

変わりのほう芽をひそめていることは，煉瓦の建築と同

様である．

　石の建築もやはり関東大震災後，ほとんど新築される

ことはなかった，いや，そんなことはない．昭和の戦前

まで街の銀行など堂々たる古典様式で石で建てられてい

たではないか，国会議事堂もそうだ，とおっしゃる方も

あろう．しかしあれは表面に石をはっただけで，中身は

鉄骨や鉄筋コンクリートなどである．構造的な意味では

さいきん流行の建築外装タイルと同じなのである．

　明治の末には，鉄骨や鉄筋コンクリートの建築が，ご

く試験的に建てられるようになったが，その数はきわめ

て少なかった．したがって，遺っているものもまれであ
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図13　旧集成館機械工場〔慶応元年，1865、現，尚古集鹿㈲

る．東海道線の国府津機関車庫（明治44年）などは，

明治時代に建てられた鉄筋コンクリートの建築のまれな

存在の一つである．

　近代化の多くの産業的・技術的手段を欧米に仰いだ日

本では，“古いものは恥ずかしいもの”という意識が，明

治以来，根強く国民の心情の中にわだかまっている．自

ら創ることによって育つべき自負心が欠けていたのであ

る．しかし，これからのわれわれの文化は，そのような

コンプレックスの上には成立しない．たとえそれが先祖

の借金証文であっても，それをはっきり見さだめること

から，胸を張った明日への歩みが始まるのである，明治

建築は，明治100年の時点における，われわれの心．1捌こ

対する“踏み絵”でもある．　　　（1968年8月12日受理〉

　（p．17よりつづく）
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